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市 販 山 菜 類 製 品 の 品 質 成 分 調 査

食品加工部  大竹  嘉尚

1.   諸　　言

県内の市販山菜包装品の品質向上をはかるため，市販品の品質および成分等を調査し，市販品の品質

改善および新製品開発の参考に供する。

2.   実験方法

2.1   試料収集場所および年月日

　水戸市内のスーパーマーケット（２軒）　　試料数　16点（No.１～16）　　昭和 60年９月５日

　大子町袋田の滝みやげ店（４軒）　　　　　試料数　21点（No.17～37）　　昭和 60年９月５日

2.2   山菜製品の種類

　水煮，醤油煮，味噌醤油漬，佃煮，もろみ漬，わさび漬

2.3   調査項目

　製品名，製造所名または発売所名および住所，内容物表示，価格，製造年月日，総重量，液重量，

固形物重量，製品固形物重量当り価格

2.4   官能検査

　当センター職員により色，香り､歯切れ，総合について５点法により評価（１：非常によい，２：

よい，３：ふつう，４：悪い，５：非常に悪い）

2.5   一般成分調査

PH, 屈折率　　－　PH計，屈折計

食　塩　　　　－　モール法

アミノ態室素　－　ホルモール法

粗蛋白　　　　－　ケルダール分解，滴定法

全　糖　　　　－　ソモギー変法
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3.   結  果

3.1   製品番号,製品名,表示内容およぴ種類
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3.2   調査項目

3.3  一般成分調査およぴ官能検査
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4.   結  言

  今回調査の製品は水戸市内のスーパーマーケットおよび大子町袋田の滝周辺のみやげ店より入手

したものであるが,他県の製造または発売であり,県産品の進出が望まれる。

  製品そのものの内容物は包装の関係上ほとんど明らかであるが,表示については規格化されていな

い。表示重量と実測重量はほとんど一致しており,製造元または発売元,製造年月日または保証期間は

ほとんど表示されていた。今回は実施しなかったが,表示されていない保存料,着色料の分析も興味深

かった。


